









ここに、 「 「表裏」の説を述べる二十四首に「内外」の説を述べる二首を加え 合せて二十六首」と たものは、たとえば「国書總目録」に「内外口伝歌共」として掲げられた書陵部蔵（古今伝授資料の内）の一本が、その一伝本である。この形 ものは二十五首のものが最も広く流布しており、他に二十四首 、二十六首のも 、また口伝 内容たる注のついたものなどが見えるが、ここに取上げた「古秘抄別本」のように、まず「内外表裏事」をいう切紙があり、ついでその「表裏 を注した二十四首、その「内外」 を注した二首が続く形のものが最もよく原口伝の状況を反映していると推定してよいようである。便宜に従い現在判明して
（１）














































































	 おほかたは月をもめでじこれぞこのつも ば人のお となるもの
21	
989	
	 風のうへにあ かさだ ぬちり 身はゆくへもし ずなりぬべらなり
22	
1064	












































































































































































































































































































我身ひとつのはかなうかろき有様の、わらにたのむ所なきは風の上のちりにことならぬ物なれば、よそへて行衛もしらっずりぬべしといへる也。下心、以前二首は 身、心の二也。此歌は此二首のはてを 歌風の上の塵と 風大・地大なり。塵は土地。水火を風塵にもたせたる也。人の身は風にもたれてかろき者也。五大所成に生じて老病死にうつりてつゐに行衛らずなりぬるの心也。但、帰空と見るは二乗の見 生死ともに常住理也。是、法住法位世間相常住也。一切衆生天地万物行にはなるゝ事なし。 「いざこゝに」といふよりこゝまで九首に悉以世界 云。神道・仏法、今世、後世をのこさず身上をる歌也。尤以可仰とぞ。 （略）
22
1064
身こそありとも心をハよくもて也
　
又此ミハ分散すれ共金剛の
正躰の心ハ更動かぬことはりを思へと
　
前の哥ハ身のはかな
き事をいひ是ハ心の事をいへり
身はすてつとは、おちぶれはてたる様の事也。しかありとも心をば放埒にもたじ いふ心也。つゐにはいかゞなるとは、心のすぢめをたゞしくすべきの義也。下心、身はすてつとは 五大分散すとも、心は金剛正躰なる所をおもふべき義也。
87
「内外表裏事」（『古秘抄別本』）と内外口伝歌
一一
23
1071
風躰のよき哥也
　
誠たけ高く万
葉なとの風躰也
　
惣の心ハ眺望
也
　
是又たくひなくよき事也
　
此哥なとハ人 心をも付ぬ哥也　
かやうの所に心をかけん事肝
要なるへし
朝たつは、夜ふかく出る心也。御調をはこぶ旅人などのいづるさま也。惣の心は羈中の眺望也。下心あり。
24
1096
是ハ紅葉をあひする哥也
　
理心
ハ君の御心ハかやうに平等なるへき事也
　
只の人も他人も親子
もわかす憐愍の をもつへき事尤の事也
　
爰を能思へきと也
なべて紅葉を愛する心也。下心、君の心は遠親平等なるべきの義也。
この表から明かな通り、 「内外表裏事」 には、特に秘すべきと推定さ
れる事項は見られない。その内容からも『古秘抄別本』及び「内外表裏事」と宗祇との関係については再検討する必要があろう。注（１）
　「宗祇流の古今集注釈における「裏説」について
―
古今伝授私稿
―
」 （ 『文学』昭
54・
7）
付記　
本稿は平成二十八年十月一日及び同二十九年十月二十五日に開催された陽
明文庫古典資料研究会における口頭発表の一部に加筆したものである。発表に際して御指導御高配を賜った陽明文庫文庫長名和修先生はじめ会員諸氏に深謝申し上げる。
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